
１月

久
米
島
町
新
年
会

久
米
島
町
二
十
歳
の
つ
ど
い

J
I
C
A
に
よ
る
久
米
島
モ
デ
ル
の
パ
ラ
オ
展
開
に
向
け
た
現

地
調
査
へ
同
行

【
中
村
副
町
長
ほ
か
町
内
関
係
者
７
名
パ
ラ
オ
を
訪
問
】

J
I
C
A
研
修
（
13
か
国
）
久
米
島
モ
デ
ル
視
察

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
】

J
I
C
A
研
修 （
大
洋
州
５
か
国
）
久
米
島
モ
デ
ル
視
察

【
日
本
と
沖
縄
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
戦
略
】

食
の
拠
点
施
設
起
工
式

２月

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
ス
タ
ー
ト

航
空
自
衛
隊
久
米
島
分
屯
基
地
と
消
防
活
動
に
関
す
る
覚
書

締
結

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
2
軍
春
季
キ
ャ
ン
プ

第
12
回
町
長
杯
J
A
L 

J
T
A
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

久
米
島
紬
20
周
年
記
念
式
典•

祝
賀
会

３月

映
画
「
お
ー
る
ー
ブ
ル
ー
」
実
行
委
員
会
発
足
式

国
指
定
伝
統
工
芸
士
（
三
線
）   

新
垣
清
昴
氏
認
定

琉
球
銀
行
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

４月

こ
ど
も
未
来
課
を
新
設

町
営
バ
ス
を
有
限
会
社
ダ
イ
ト
ウ
へ
運
行
管
理
を
委
託

美
ら
海
基
金
贈
呈
式
【
累
計 1,000 

万
円
突
破
】

第
１
回
饒
平
名
杯
全
島
角
力
大
会

５月

仲
里
歯
科
開
院

６月

U
N
D
P 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク 

G
X 

訪
日
視
察
研
修
団

久
米
島
モ
デ
ル
視
察

７月

2
5
0
kg 

不
発
弾
処
理

今
井
絵
理
子
内
閣
府
大
臣
政
務
官
が
久
米
島
を
政
務
視
察

国
際
交
流
員(CIR)

を
商
工
観
光
課
に
配
置

８月

ポ
ケ
モ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
設
置
（
比
屋
定
バ
ン
タ
展
望
台
）

J
I
C
A
パ
ラ
オ
関
係
者
（
要
人
）
久
米
島
モ
デ
ル
視
察

J
I
C
A
研
修
（
カ
リ
ブ
地
域
８
か
国
）
離
島
に
お
け
る 

N
C
D
ｓ
対
策
【
非
感
染
症
疾
患
の
予
防
と
管
理
】

９月

久
米
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
15
周
年
記
念
感
謝
状
贈
呈
式
行

映
画
「
太
陽
の
運
命
」
上
映
会

イ
ン
ド
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
久
米
島
モ
デ
ル
視
察 

（
ハ
ワ
イ
東
西
セ
ン
タ
ー
）

久
米
島
ま
つ
り

10 月

商
船
三
井
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

ク
ル
ー
ズ
船
「
三
井
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ジ
」
初
寄
港

2
0
2
5
久
米
島
マ
ラ
ソ
ン
大
会

映
画
「
お
ー
る
ー
ブ
ル
ー
」
撮
影

11 月

海
洋
深
層
水
利
用
学
会
in
久
米
島

J
I
C
A 

研
究
員   

海
洋
深
層
水
久
米
島
モ
デ
ル
視
察

【
西
イ
ン
ド
洋
地
域
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
人
材
育
成
】

那
覇
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

沖
縄
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

12 月

路
線
バ
ス
に
タ
ッ
チ
決
済
導
入

久
米
島
町
産
業
ま
つ
り

久
米
島
観
光
と
物
産•

芸
能
フ
ェ
ア
（
那
覇
市
）

第
３
回   

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
メ
モ
リ
ア
ル
カ
ッ
プ

「
月
光
の
按
司 

ガ
サ
シ
ワ
カ
チ
ャ
ラ
」
那
覇
公
演•

久
米
島
公
演

国
立
自
然
史
博
物
館
町
民
会
議

　令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
町

民
の
皆
様
に
心
よ
り
年
頭
の
ご
挨

拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
素
よ
り

町
議
会
の
活
動
に
対
し
、
深
い
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
喜

び
と
と
も
に
、
我
々
が
直
面
す
る

課
題
を
改
め
て
認
識
す
る
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　国
の
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
久

米
島
の
象
徴
で
あ
っ
た
「
久
米
の

五
枝
の
松
」
が
、
そ
の
長
い
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
た
こ
と
は
、
多
く

の
町
民
に
と
っ
て
、
忘
れ
が
た
い

出
来
事
で
し
た
。
そ
の
姿
は
、
自

然
を
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
責
任

の
重
さ
を
改
め
て
私
た
ち
に
示
し

ま
し
た
。

　一
方
で
、
久
米
島
を
舞
台
に
し

た
映
画
「
お
ー
る
ー
ブ
ル
ー
」
の

撮
影
が
島
内
各
地
で
行
わ
れ
、
美

し
い
海
や
空
、
そ
し
て
父
と
息
子

の
「
青
春
の
青
」
が
描
か
れ
て
お

り
、
新
た
な
交
流
を
生
み
出
す
大

き
な
希
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
令
和
８
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
す
る
「
久
米
島
町
第
三

次
総
合
計
画
」
は
、
本
町
の
将

来
像
を
明
確
に
示
す
最
重
要
計
画

で
す
。
議
会
と
執
行
部
、
そ
し
て

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
を
基
盤

に
、
諸
政
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　観
光
を
は
じ
め
、
農
業
・
漁
業
、

教
育
、
福
祉
、
医
療
な
ど
の
各
分

野
に
お
い
て
、
離
島
の
課
題
を
克

服
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
り
い
ま
す
。

　「久
米
島
が
一
つ
に
な
る
」
と

い
う
思
い
の
も
と
、
心
を
一
つ
に

し
て
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
希
望
と

幸
せ
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年
一
月
一
日

久米島町議会議長　玉 城  安 雄

新年のあいさつ

▲ 久米島紬20周年記念展

▲ 久米島ファンクラブ15周年記念　昼食交流会
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